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１．KadaMikke／カダミッケとは？
忘れ物や落とし物を管理できるシステムであり、落とし物を登録する「落とし物登録機能」、「落とし物閲覧機能」、

落とし物を返却したときにそれを登録する「落とし物返却登録機能」、落とし物が見つからなかった場合、落とし主の
メールアドレスと探している落とし物のカテゴリを登録するとともに、同カテゴリの落とし物が新しく登録された場合
にそれをメールで通知する「カテゴリ登録・通知機能」から構成されている。
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3．主な効果

管理職を巻き込む
実際に使ってもらう個人に依頼しない

効果（発見率・返却率）を示す

管理者が輪（チーム）に入ることによって、多角的な視点でアドバイスができる 意思決定までが早い

運用方法が変わってしまう
負担が増える

誰が入力するの？

① 時間や場所に縛られず確認できる 24時間365日学生や教職員は、大学の窓口に行かなくても、自分のスマホやPCからいつでも
落とし物情報を確認できる。

② 問い合わせ・窓口対応の負担軽減 同じ内容の問い合わせが減ることで、職員の業務効率が向上。

③ 落とし物の発見率・返却率が向上

④ 情報の一元管理・可視化 管理システム上でいつ・どこで・どのような物が拾得されたかを記録でき、統計的な データ
    分析も可能。「特定の建物で落とし物が多い」などの傾向を把握して対策に活かせる。

１割以下の返却率がシステム導入により４割程度まで上昇。

４．KadaMikkeを流用した例
◆備蓄品管理システム（林町キャンパス）◆

補充のタイミングが明確になる

在庫の過不足を防げる 緊急時に即対応できる

情報共有ができる スペースの有効活用

全学展開へ
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